
る
も
の
が
な
い
の
で
確
定
さ
れ
ぬ
が
、
曾
て
平
壌
騨
構
内
で
磁
力
さ
れ
た
東

晋
永
和
九
年
の
」
在
銘
簿
墳
と
の
比
較
か
ら
、
或
は
五
七
銭
・
大
泉
五
十
等
の

銭
貨
の
出
土
な
ど
か
ら
束
蕃
初
期
を
降
る
も
の
で
は
な
い
。
以
上
簡
略
な
内

容
の
紹
介
で
あ
る
が
猶
附
録
と
し
て
今
村
黒
田
國
房
野
村
諸
氏
の
人
骨
血
精

そ
の
他
粛
々
的
な
調
査
の
結
果
が
掲
げ
ら
れ
て
居
る
。
圏
版
九
十
九
枚
。
雀

末
に
黄
蝶
の
要
項
を
載
せ
て
居
る
。
（
菊
倍
版
・
朝
鮮
古
蹟
研
究
會
護
行
、
九

十
部
限
、
京
都
夷
川
寺
町
文
星
堂
叢
費
、
定
耳
掛
拾
五
圓
）

○
景
印
薔
紗
本
史
記
孝
景
本
紀
第
十
一

　
本
書
は
京
大
文
學
部
創
設
三
十
周
年
の
記
念
出
版
と
し
て
薩
久
原
交
庫
藏

更
記
孝
景
本
記
を
景
印
し
た
巷
子
本
で
あ
る
。
我
が
國
に
於
け
る
吏
記
の
古

紗
本
で
あ
っ
て
、
そ
の
書
窟
年
代
の
亭
安
朝
に
瀦
す
る
も
の
と
し
て
今
臼
ま

で
に
知
ら
れ
て
居
る
限
に
於
て
は
二
種
の
系
統
の
本
が
あ
る
Q
師
ち
｝
は
高

山
毒
。
岩
崎
文
庫
所
藏
の
世
に
所
謂
高
山
寺
本
と
繕
さ
れ
て
居
る
も
の
と
、

こ
れ
よ
り
更
に
薩
い
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
居
る
毛
利
公
爵
家
藏
・
東
北
帝

國
大
層
藏
及
び
本
書
の
原
本
の
三
本
、
所
謂
卜
部
本
の
系
統
の
も
の
と
で
あ

る
。
毛
利
公
欝
家
藏
本
は
呂
盾
本
紀
第
九
で
あ
り
、
東
北
帝
大
本
は
孝
文
本

紀
第
十
で
あ
り
、
こ
れ
は
盤
景
本
紀
第
十
一
で
あ
っ
て
、
こ
れ
等
は
巻
次
に

脹
絡
が
あ
り
、
且
つ
騰
裁
及
び
識
語
等
に
よ
り
、
嘗
て
同
一
人
の
書
窩
に
な

り
、
今
日
に
残
存
し
た
黒
蝿
で
あ
る
こ
と
は
何
等
の
疑
問
も
挾
ま
れ
な
い
。

今
度
景
印
出
版
に
際
し
、
導
波
助
教
授
の
精
緻
な
る
解
説
が
附
さ
れ
て
居
る

が
、
そ
れ
に
撃
っ
て
本
書
の
性
質
露
悪
等
を
明
か
に
窺
ふ
こ
と
が
出
來
る
u

こ
れ
に
よ
れ
ば
そ
の
常
世
年
代
は
今
よ
り
約
八
百
六
十
飴
年
前
、
準
安
朝
中

撃

壌
、
後
三
條
天
皇
の
延
久
五
年
で
、
そ
の
筆
渚
は
當
時
漢
學
の
名
家
と
し
て

知
ら
れ
て
層
た
大
江
家
の
一
門
で
あ
る
大
江
家
國
で
あ
る
。
猶
本
書
の
内
容

に
就
て
、
こ
れ
を
汲
古
閣
十
七
史
潮
百
果
本
史
勲
等
と
比
較
校
勘
す
る
と
傳

窮
の
間
に
於
け
る
誤
り
も
若
干
獲
見
さ
れ
る
が
、
然
し
そ
の
細
る
部
分
に
於

け
る
文
句
の
異
同
に
於
て
は
司
馬
蓬
の
原
碧
に
更
に
近
い
・
も
の
で
は
あ
る
ま

い
か
と
想
は
れ
る
も
の
が
あ
る
。
注
意
す
べ
き
鮎
は
孝
文
帝
の
長
公
主
標
の

子
蠕
を
隆
慮
侯
に
封
じ
た
こ
と
、
及
び
中
㎜
二
年
冬
（
b
J
O
H
c
。
い
」
に
諸
侯
の
御

史
及
び
御
吏
中
丞
の
宮
を
罷
め
た
記
事
と
で
あ
る
。
此
の
他
解
設
に
は
吉
澤

教
授
指
導
の
下
に
藤
枝
徳
三
氏
の
調
査
し
た
乎
古
止
鮎
並
び
に
假
名
が
附
載

さ
れ
て
居
る
Q
（
京
大
文
毘
部
卸
町
　
定
温
五
圓
五
拾
銭
）
　
〔
以
上
小
野
〕

　
　
　
○
東
洋
史
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
洋
史
研
究
會
刊

　
京
大
東
洋
業
平
科
の
卒
業
生
を
中
心
と
す
る
東
洋
史
研
究
會
の
結
集
が
成

っ
た
の
は
一
昨
年
初
頭
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
其
後
同
會
の
健
や
か
な
畿
展

と
共
に
遽
に
機
熟
し
て
、
本
年
十
月
三
国
「
東
洋
史
研
究
」
を
創
刊
し
、
十
二

月
に
は
捲
い
て
其
の
第
二
號
を
刊
行
し
た
。
最
初
そ
の
創
刊
に
あ
た
っ
て
，

本
誌
の
趣
旨
と
す
る
所
を
掘
げ
な
か
っ
た
爲
に
、
兎
角
の
批
評
も
あ
っ
た
檬

だ
が
、
要
す
る
に
本
誌
は
、
東
洋
史
學
の
整
斜
陽
描
に
よ
っ
て
、
そ
の
進
む

導
き
分
野
を
明
確
な
ら
し
む
る
こ
と
を
標
榜
し
、
其
の
目
的
の
た
め
東
洋
史

學
に
於
け
る
論
著
の
批
到
及
び
紹
介
に
最
も
重
き
を
置
く
も
の
で
あ
る
こ
と

を
、
そ
の
編
纂
膿
例
の
賞
際
に
よ
っ
て
示
し
、
叉
隠
々
遅
蒔
き
乍
ら
、
第
二

號
の
編
輯
後
記
に
よ
っ
て
明
言
し
た
。
か
う
い
ふ
主
意
の
下
に
出
慨
し
た
雑

誌
は
、
史
撃
力
係
の
も
の
玉
中
に
あ
っ
て
は
稀
れ
で
あ
り
、
殊
に
東
洋
史
學

　
　
　
　
　
　
第
二
十
憎
巻
　
第
一
號
　
　
‘
一
九
七
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紹

介

專
門
の
も
の
と
し
て
は
、
、
恐
ら
く
本
誌
を
以
て
そ
の
噛
矢
と
す
る
で
あ
ら
う

が
A
喪
億
今
臼
の
學
界
状
勢
か
ら
見
れ
ば
、
、
こ
の
種
の
も
の
が
も
っ
と
早
く

㌶誕

ｶ
t
「
て
も
よ
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
今
迄
に
も
較
々
性
質
類
似
の
も
の
と
し

て
年
鑑
式
の
も
の
が
無
か
っ
た
で
は
な
い
が
、
本
誌
の
如
く
、
た
え
ず
墨
界

の
批
判
と
動
向
と
に
正
確
な
眼
を
向
け
、
而
も
一
方
溌
灘
…
た
る
私
論
の
獲
衷

誌
た
ら
ん
こ
と
を
企
号
し
た
も
の
は
な
い
。

　
内
容
に
就
い
て
｝
瞥
す
れ
ば
、
創
刊
號
に
於
け
る
森
氏
の
巻
頭
論
文
「
晋
、

趙
の
北
方
進
展
と
山
川
の
祭
祀
」
を
始
め
、
第
二
號
所
載
の
宇
都
富
氏
「
漢
代

蒼
頭
黙
し
、
三
田
村
氏
「
天
命
建
元
の
年
次
に
就
い
て
」
等
の
劇
論
交
は
何
れ

も
今
旦
果
洋
史
學
界
の
問
題
た
る
可
き
も
の
を
取
り
上
げ
て
居
り
、
山
　
本
、

丙
喜
喜
氏
の
鎌
課
蓮
載
野
中
、
前
者
の
「
聖
成
吉
思
汗
の
家
譜
」
は
新
書
が
蒙

古、

j
研
究
上
色
ミ
の
意
味
に
薄
い
ご
珍
重
せ
ら
れ
て
る
る
折
か
ら
、
洵
に
砂

な
か
ら
ぬ
注
意
を
惹
き
、
後
者
の
「
最
近
五
十
年
支
那
射
界
の
圓
顕
」
に
至
っ

て
は
最
も
本
誌
の
膜
濤
と
す
る
贋
に
、
適
合
す
る
記
事
と
せ
ら
れ
よ
う
。
批

評
紹
介
及
び
彙
報
類
の
占
む
る
頁
が
、
遙
か
に
灘
誌
総
頁
の
孚
以
上
に
及
ん

で
み
る
こ
と
こ
そ
、
本
誌
の
特
異
と
す
る
黙
で
あ
ら
う
が
、
そ
れ
が
何
れ
も

趣
旨
に
灘
朗
し
た
通
り
，
甚
だ
虞
西
闘
で
充
賞
し
た
カ
を
感
ぜ
し
め
る
も
の

で
あ
る
ζ
と
が
喜
ば
し
い
。
頁
撒
に
制
限
さ
れ
、
論
叢
の
批
詳
紹
介
さ
れ
た

も
の
、
窄
未
だ
充
分
で
あ
る
と
は
言
は
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
今
後
皆
々
こ
の
鮎

に
重
き
を
置
い
て
…
意
遮
進
、
折
角
そ
の
趣
旨
と
す
る
駈
の
顯
揚
に
努
力
さ

れ
度
い
ゆ

　
爾
鵜
田
博
士
は
終
始
本
誌
の
監
修
的
地
位
に
立
っ
て
、
助
力
と
助
言
と
を

惜
ま
れ
な
い
。
本
誌
の
生
新
に
し
て
而
も
堅
實
な
持
昧
は
｝
つ
に
博
士
の
學

第
二
十
一
巻
第
…
號

一
九
入

風
に
負
ふ
も
の
と
せ
ら
れ
よ
う
。
　
（
隔
月
年
六
回
、
京
大
東
洋
更
研
究
室
内

東
洋
史
研
究
會
蟹
行
、
誌
代
一
部
五
拾
銭
、
｝
年
齢
闘
）

　
　
　
　
○
朝
鮮
金
石
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葛
　
城
　
米
　
治
著

　
本
書
の
期
鮮
金
石
學
に
於
け
る
地
位
と
使
命
と
に
就
い
て
は
、
本
書
自
序

の
　
節
に
「
抑
々
朝
鮮
の
金
石
に
就
い
て
は
既
に
先
人
先
輩
の
研
究
を
纏
た

も
の
も
あ
る
が
、
朱
だ
研
鐙
の
初
点
に
在
っ
て
、
向
後
男
装
の
討
究
に
挨
つ

可
き
も
の
が
頗
る
蕃
く
、
、
且
つ
近
年
以
來
新
出
土
の
金
石
は
然
し
い
緻
に
蓬

す
る
。
然
も
從
來
碑
干
せ
ら
れ
た
も
の
」
多
く
は
拓
本
を
切
戴
貼
付
し
、
是

れ
に
碑
爵
を
掲
げ
、
撰
・
書
人
・
堅
焼
の
年
月
日
を
記
し
、
或
は
之
を
贔
鷹
し
、

若
く
は
藤
々
の
金
薦
に
關
す
る
特
殊
の
孜
讃
研
究
に
係
れ
る
も
の
で
あ
っ

て
、
未
だ
朝
鮮
金
石
學
の
全
豹
に
は
論
及
せ
ら
れ
て
み
な
い
。
そ
こ
で
予
は

自
ら
端
ら
ず
淺
識
を
以
て
、
聯
か
朝
鮮
の
金
石
に
念
を
数
す
こ
と
多
年
、
硝

や
系
統
酌
の
研
究
を
試
み
た
も
の
が
本
書
で
．
あ
る
云
々
」
と
あ
る
交
言
を
推

せ
ば
、
蓋
し
開
確
に
し
て
更
に
付
言
す
べ
き
も
の
は
な
い
で
あ
ら
う
。

七
百
鐵
＋
頁
に
餓
る
木
曾
鴛
は
嘗
て
藷
看
の
世
に
間
は
れ
た
る
藷
稿
並
び

に
未
護
表
の
数
篇
に
、
若
干
の
改
訂
を
加
へ
て
成
り
、
之
を
概
説
篇
、
各
説
．

篇
及
び
研
究
篇
の
三
篤
に
分
た
れ
た
。

　
先
づ
概
読
篇
に
於
て
は
山
鳥
金
石
文
の
意
嚢
、
淵
源
よ
り
説
き
起
し
て
朝

鮮
金
石
學
総
親
に
入
り
、
里
謡
金
石
文
中
の
空
字
碑
『
吏
讃
、
黒
埼
と
飲
筆
、

建
號
、
漢
字
以
外
の
金
石
交
字
等
朝
鮮
金
眉
丈
に
特
有
な
事
象
に
就
き
、
最

も
含
蓄
多
分
に
し
て
而
も
懇
切
畢
明
な
解
説
を
試
み
ら
れ
た
。

　
失
読
篇
は
朝
鮮
金
石
文
の
選
羅
で
あ
る
。
之
を
樂
浪
郡
及
び
三
國
時
代
、
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新
羅
統
一
時
代
、
高
麗
時
代
前
期
及
び
後
期
の
四
段
に
分
ち
、
朝
鮮
の
著
名

な
る
金
羽
｝
百
を
選
ん
で
改
濡
し
、
之
に
就
い
て
｝
々
所
在
、
形
状
、
解
繹
、

撰
、
書
人
聞
、
代
の
考
謹
等
を
詳
細
に
説
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
り
必
要
な
る

る
個
所
に
は
、
夫
々
適
宜
な
る
至
論
版
を
挿
入
し
て
理
解
に
便
し
、
又
最
も

多
と
す
べ
き
は
｝
金
石
毎
に
、
そ
の
蓼
短
文
獄
を
仔
細
に
附
爺
し
て
示
さ
れ

た
こ
と
で
あ
る
。
假
令
ひ
少
許
の
遺
漏
は
あ
る
に
し
て
竜
、
讃
者
に
與
ふ
る

便
釜
之
よ
り
大
な
る
は
な
い
Q
こ
の
學
及
び
劇
界
に
…
久
し
て
敬
慶
忠
實
な
藷

者
の
態
度
は
、
本
書
「
巻
を
通
じ
て
流
れ
る
所
で
あ
り
か
徒
ら
な
旧
説
観
陶

を
穿
け
て
、
常
に
學
界
の
業
績
の
集
成
と
、
そ
の
冷
静
旧
格
な
る
批
剣
と
を

以
て
終
始
せ
ら
る
」
重
篤
な
學
風
は
洵
に
悦
ば
し
い
も
の
で
あ
る
。
本
選
羅

篇
申
、
李
氏
朝
鮮
の
金
石
文
研
究
に
及
ぶ
も
の
な
き
は
若
干
物
足
ら
な
い
感

が
な
い
で
も
な
い
け
れ
共
、
薯
者
は
別
に
そ
の
研
究
の
用
意
あ
る
旨
を
付
言

し
て
ゐ
ら
れ
る
Q

　
最
後
に
「
寳
林
寺
既
盧
舎
那
佛
に
就
い
て
」
以
下
十
篇
の
研
究
論
交
を
牧
め

て
研
究
篇
を
樹
て
ら
れ
た
。
「
新
羅
慕
文
華
に
就
い
て
」
「
農
民
よ
り
槻
た
る

上
代
の
田
鮮
学
芸
」
等
は
必
ず
し
も
金
石
に
弄
し
た
論
究
と
は
　
言
ひ
難
い
け

れ
ど
も
、
そ
の
濁
虜
に
し
て
又
興
味
深
い
見
解
は
却
っ
て
特
に
注
目
せ
ら
る

る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
前
者
は
故
今
西
鱒
士
の
説
を
正
し
て
學
界
已
に

定
許
あ
る
も
の
、
後
者
は
萬
葉
集
中
難
解
と
さ
れ
て
み
た
　
二
伏
一
向
、
一
二

三
起
等
の
語
を
朝
鮮
の
梱
戯
に
よ
っ
て
難
解
さ
れ
た
興
趣
深
い
↓
篇
で
あ

る
。

、
爾
巻
末
に
は
索
引
を
附
す
る
の
用
意
を
怠
ら
ず
、
要
す
る
に
朝
鮮
金
石
攣

を
最
初
に
集
大
成
せ
ら
れ
た
本
書
は
飽
ま
で
讃
者
に
丁
寧
親
切
で
あ
る
。
温

血

介

者
は
さ
き
に
朝
鮮
金
石
総
覧
、
岡
補
遺
の
編
纂
に
當
っ
て
最
も
力
を
興
し
た

一
入
で
あ
る
と
聞
く
、
宛
も
本
書
は
前
書
の
姉
妹
篇
と
も
言
ふ
黒
き
も
の
、

更
に
こ
の
同
じ
き
蔚
者
に
よ
つ
（
、
朝
鮮
総
金
石
雪
解
の
完
成
さ
れ
る
日
あ

る
を
期
待
し
て
已
ま
な
い
。
　
（
菊
七
三
四
頁
，
圃
版
廿
九
葉
，
昭
和
十
年
八

月
、
京
城
大
阪
墜
號
書
店
護
行
、
定
階
調
圓
）
　
〔
以
上
今
西
〕

○
》
同
湾
田
圃
。
冒
⇔
琿
①
二
守
9
〈
同
α
ρ
帥
房
ヨ
話
＝
昌
鳥

　
閃
①
出
雲
8
犀
9
3
け
旨
α
2
因
。
ゆ
巴
認
p
g
9
，

　
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
が
ル
ネ
サ
ン
ス
を
中
世
と
封
回
せ
し
め
、
静
的
史
槻
に
立

っ
て
ル
ネ
サ
ン
ス
の
本
質
を
把
握
せ
ん
と
し
た
の
に
識
し
、
歴
史
の
漣
綾
性

を
重
ず
る
立
場
よ
り
ル
ネ
サ
ン
ス
の
開
始
を
中
世
へ
と
遡
ら
し
め
る
所
謂

ご
毒
霞
N
①
録
。
財
霞
α
窪
》
。
一
門
器
舘
8
．
．
が
現
は
れ
、
そ
れ
等
の
人
々
に
よ
っ

て
ル
ネ
サ
ン
ス
に
於
け
る
中
世
的
要
素
が
重
要
硯
さ
れ
る
と
共
に
そ
の
宗
教

性
が
問
題
と
な
っ
た
こ
と
は
既
に
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
か

か
る
ル
ネ
サ
ン
ス
の
起
源
探
究
及
び
宗
教
性
の
問
題
は
主
と
し
て
猫
逸
墾
・
界

に
於
て
提
出
せ
ら
れ
論
議
せ
ら
れ
て
る
た
が
、
こ
れ
に
濁
す
る
イ
タ
リ
や
學

界
の
見
解
に
つ
い
て
も
一
態
注
意
を
挑
は
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
本

論
文
は
そ
の
ル
ネ
サ
ン
ス
に
服
す
る
イ
タ
リ
ヤ
の
研
究
角
度
を
紹
介
せ
る
黙

に
我
々
の
落
話
を
引
く
の
で
あ
る
。
筆
者
は
イ
タ
リ
ヤ
に
当
て
は
猫
逸
講
界

に
於
て
三
等
①
H
珍
。
ぎ
韓
が
力
設
せ
る
論
鷺
は
宙
明
で
あ
り
、
イ
タ
リ
ヤ
の

研
究
角
度
は
調
歩
に
し
て
非
問
題
的
で
切
琴
。
謬
錠
自
ρ
U
①
ω
鴛
9
冨
の
立
場

を
確
保
し
て
み
る
と
述
べ
て
み
る
。
以
下
そ
の
論
旨
の
み
を
紹
介
す
る
に
止

め
る
。

　
目
δ
島
ρ
O
⑦
9
碧
無
”
ω
p
ぴ
滞
〔
寄
5
0
9
耳
a
o
仙
等
の
ル
ネ
サ
ン
ス
起
源
の
樹

第
二
十
一
谷
第
一
號

｝
九
九
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